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 第 399号（１）        ダ  ン  プ  通  信                2017年 6月 25日（月） 

 
広
島
の
ダ
ン
プ
労
働
者
の
新
聞 

ダ 
ン 

プ 

通 

信 

 

徒 

然 

草 

◆
先
月
の
続
き
に
な
る
が
、
安
倍
政
権
は

「
共
謀
罪
」
法
案
（
テ
ロ
等
準
備
罪
新
設

法
案
）
を
参
議
院
で
も
採
決
を
強
行
し

た
。
審
議
か
ら
逃
げ
る
か
の
よ
う
に
慌
て

て
強
行
採
決
、
そ
し
て
直
後
の
一
八
日

（
日
）
に
は
国
会
も
閉
じ
て
し
ま
っ
た
。

「
本
会
議
」
の
前
の
法
務
委
員
会
で
の
採

決
を
や
ら
ず
「
中
間
報
告
」
と
い
う
国
会

ル
ー
ル
無
視
の
禁
じ
手
を
使
っ
て
ま
で

な
ぜ
「
強
行
採
決
」
し
た
の
か
◆
共
謀
罪

に
は
二
七
七
の
罪
状
が
あ
り
、
国
会
で
そ

の
内
容
を
審
議
し
て
い
た
が
、
担
当
し
て

い
る
金
田
法
務
大
臣
が
安
倍
首
相
ら
に

答
弁
を
阻
止
さ
れ
る
前
代
未
聞
の
場
面

も
。
し
か
し
、
政
権
と
与
党
な
ど
は
適
当

な
時
間
が
く
れ
ば
国
民
の
理
解
は
ど
う

で
も
よ
か
っ
た
。
世
論
調
査
で
も
「
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
人
が
多
く
、
一
番
多
か
っ

た
意
見
は
「
い
ま
の
国
会
で
成
立
さ
せ
る

べ
き
で
な
い
」
が
七
割
を
超
え
て
い
た
。

◆
こ
れ
は
も
う
ま
と
も
な
政
治
と
は
言

え
な
い
、
国
民
不
在
の
政
治
で
あ
る
。
国

民
の
代
表
が
意
見
を
た
た
か
わ
せ
て
こ

そ
代
議
制
民
主
主
義
と
言
え
る
。
ま
さ
に

憲
法
の
否
定
、
民
主
主
義
の
否
定
の
独
裁

政
権
で
あ
る
◆
国
会
は
閉
じ
た
が
国
家

戦
略
特
区
の
名
前
で
行
政
を
ね
じ
曲
げ

「
腹
心
の
友
」
に
利
益
誘
導
し
よ
う
と
し

て
い
る
、
国
家
の
私
物
化
は
許
せ
な
い
。

安
倍
首
相
は
「
国
会
が
閉
ま
れ
ば
国
民
も

す
ぐ
忘
れ
、
支
持
率
も
ま
た
回
復
す
る
」

と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
国
民
を
舐
め

る
の
も
い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
。（
Ｍ
） 

 

 

建
交
労
広
島
ダ
ン
プ
支
部
は
七
月
一
八
日
（
火
）
～
一
九
日
（
水
）
に
か
け
て
第
二
四
回
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ

バ
ン
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
一
日
目
は
広
島
市
を
中
心
に
、
二
日
目
は
福
山
市
に
移
動
し
ま
す
。 

写真上から中国地方整備局で要請書

を渡す高見副議長、県庁への要請、

広島市役所との話し合い（７月１日） 

福山市役所との話し合い（７月２日） 

ダンプ労働者の賃金（単価）引き上げを、社保問題は「ガ

イドライン」にもとづく指導の徹底を、建退共手帳所持者に

証紙の貼付徹底を、ダンプ規制法に基づく 12条団体の使用促

進などを要求して、ダンプキャラバンに取り組みます。（第

24回） 

「
過
積
載
の
根
絶
、
労
働
条

件
改
善
」
と
い
う
ダ
ン
プ
規
制

法
の
原
点
に
立
ち
使
用
促
進
運

動
を
推
進 

い
ま
か
ら
五
一
年
前
に
愛
知
県
猿
投

（
さ
な
げ
）
町
で
ダ
ン
プ
カ
ー
が
横
断
歩

道
を
渡
っ
て
い
た
保
育
園
児
ら
の
列
に
突

っ
込
み
、
園
児
一
〇
名
、
保
育
士
一
名
、

二
二
名
が
重
軽
傷
を
負
う
と
い
う
大
惨
事

が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
ダ

ン
プ
カ
ー
の
安
全
対
策
が
社
会
問
題
と
な

り
翌
年
（
昭
和
四
二
年
）
ダ
ン
プ
カ
ー
規

制
法
が
成
立
し
ま
し
た
。 

事
故
の
背
景
に
は
過
積
載
の
常
態
化
、

無
理
な
運
行
、
低
単
価
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
政
府
に
よ
る
対
策
は
講

じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
対
策

は
な
さ
れ
ず
、
劣
悪
な
労
働
条
件
の
た
め

若
者
に
は
魅
力
の
な
い
業
種
と
な
り
運
転

手
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
こ

そ
す
べ
て
の
関
係
者
が
抜
本
的
な
労
働
環

境
の
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。 

 

一
日
目
は
広
島
県
建
設
工
業
協
会
、
広
島
県
、

広
島
県
警
本
部
、
広
島
市
、
二
日
目
は
国
土
交
通

省
中
国
地
方
整
備
局
、
福
山
市
、
広
島
県
東
部
建

設
事
務
所
に
要
請
懇
談
を
行
い
ま
す
。 

七
割
強
「
単
価
は
変
化
な
し
」 

社
保
未
加
入
問
題
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
も
と
づ
く
指
導
の
徹
底
を 

建
交
労
全
国
ダ
ン
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
回
答
者
の
七
割
が
「
単
価
は
変
化
な
し
」
と
い

う
よ
う
に
労
務
費
単
価
が
こ
の
間
引
き
上
げ
ら

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
末
端
の
ダ
ン
プ
持
ち
労
働

者
に
は
行
き
渡
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

す 

山
田
昭
夫
事
務
局
長
は
、
活
動
報
告
、
会
計
報

告
を
行
う
な
か
で
、
ダ
ン
プ
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
で
も
広
島
の
ダ
ン
プ
単
価
は
上
が
っ
て
い
な

い
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
「
建
退
共
辞
退

届
」
が
出
さ
れ
証
紙
の
貼
付
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

問
題
で
は
、
組
合
と
し
て
発
注
元
、
元
請
と
話
し

合
い
貼
付
さ
せ
た
こ
と
、
社
会
保
険
未
加
入
問
題

な
ど
に
つ
い
て
も
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
「
国
交

省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
も
説
明
し
報
告

し
ま
し
た
。 

 

す
。
広
島
ダ
ン
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
同
様
の
内

容
で
す
。
ま
た
国
交
省
は
二
〇
一
七
年
度
（
平
成
二
九

年
度
）
よ
り
「
社
会
保
険
未
加
入
者
」
の
現
場
排
除
の

指
導
の
徹
底
を
始
め
ま
し
た
が
、
同
時
に
「
下
請
け
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
出
し
、
一
人
親
方
等
の
個
人
事
業

主
は
加
入
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
と
づ
き
各
受
注
業
者
に
た
い
し
て

不
当
な
排
除
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
指
導
の
徹
底
を
求

め
ま
す
。 

建
退
共
の
証
紙
貼
付
の
指
導
徹
底
を 

 

建
退
共
（
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
）
手
帳
を
持
っ

て
い
る
ダ
ン
プ
持
ち
労
働
者
や
建
設
労
働
者
へ
の
証
紙

の
貼
付
は
義
務
付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
規
入
場
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
も
チ
エ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
手
帳

を 

を
所
持
し
て
い
る
人
は
証
紙
を
貼

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
要
求
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
黙
っ
て
い
る
と

実
際
に
会
っ
た
話
で
「
建
退
共
辞

退
届
」
が
出
さ
れ
て
い
る
と
「
手

帳
を
出
し
な
さ
い
」
の
指
導
が
ま

っ
た
く
行
わ
れ
な
い
可
能
性
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

2016年ダンプキャラバンの写真

（上は広島県、下は広島市要請  

どちらも 7月 19日） 

広島地域の過積載ダンプの調査 

（2016年 7月広島市内にて） 
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当
面
の
行
動
・そ
の
他  

組
合
活
動
日
程 

 

六
・
二
七 

広
島
県
本
部
執
行
委
員
会 

 

六
・
二
八 

山
陽
高
校
雇
い
止
め
裁
判 

 

六
・
三
〇 

産
廃
更
新
の
講
習
会 

 

七
・ 

五 

平
和
行
進
出
発
式
（
広
島
→
長
崎
） 

 

七
・ 

五 

運
行
管
理
者
一
般
講
習
会
（
～
七
日
） 

 

七
・ 

八 

企
業
組
合
広
島
定
例
会 

 

七
・
一
五 

企
業
組
合
呉
定
例
会 

 

七
・
一
八 

ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
～
一
九
日
） 

 

七
・
二
〇 

金
川
産
業
・
中
藤
裁
判
判
決
日 

 

七
・
二
二 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

 

八
・ 

三 

建
交
労
反
核
ト
ラ
ッ
ク
が
広
島
到
着 

 

八
・ 

四 

国
民
平
和
大
行
進
が
広
島
に
到
着 

 

八
・ 

六 

広
島
原
爆
の
日
（
被
爆
七
二
年
） 

 

八
・ 

九 

長
崎
原
爆
の
日 

 

八
・
一
九 

企
業
組
合
福
山
定
例
会 

 

八
・
二
六 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

 

九
・ 

九 

企
業
組
合
広
島
定
例
会 

 

九
・
一
六 

企
業
組
合
呉
定
例
会
、
県
労
連
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

 

 

武田君が原水爆禁止世界大会 

ナガサキに参加します！ 

 今年は長崎で「2017年原水禁世界大会」

（本大会）が開催されます。８月７日か

ら９日の３日間、建交労の交流会、世界

大会分科会などが開催されます。被爆三

世でもある武田喜成君は初参加となりま

すが、被爆の実相を伝え核兵器廃絶につ

いて継承をしてもらいたいと思います。 

 

起
こ
さ
な
い
様
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。
事
故
の

背
景
に
は
低
単
価
が
あ
り
ま
す
。
長
時
間
の
運
行

を
し
な
い
と
ま
と
も
な
単
価
が
で
な
い
、
過
積
載

を
し
な
い
と
ま
と
も
な
単
価
に
な
ら
な
い
、
ダ
ン

プ
を
修
理
す
る
の
に
十
分
な
利
益
が
確
保
で
き

な
い
等
様
々
な
要
因
を
作
り
出
し
ま
す
。
ダ
ン
プ

労
働
者
の
経
済
的
地
位
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ダ
ン
プ
労
働
者
の
労
働
条
件
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
だ
と
い
う
事
で
し
た
。 

②
一
二
条
団
体
と
は 

 

一
二
条
団
体
と
は
「
ダ
ン
プ
規
正
法
」
の
一
二

条
で
あ
げ
て
い
る
団
体
の
事
で
す
。
建
交
労
全
国

ダ
ン
プ
部
会
は
一
二
条
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。（
交
通
安
全
を
推
進
す
る
団
体
） 

 

交
通
安
全
に
つ
い
て
研
究
、
取
り
組
み
等
多
く

の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
代
表
的
な
も
の
が

大
型
車
に
よ
る
巻
き
込
み
事
故
対
策
で
左
側
ド

ア
の
透
明
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
は
建
交

労
ダ
ン
プ
部
会
が
提
言
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

③
一
二
条
団
体
が
出
来
る
こ
と 

 

公
共
工
事
で
は
、
元
請
け
は
「
現
場
説
明
書
」

や
「
共
通
仕
様
書
」
に
記
載
し
て
あ
る
事
項
の
全

て
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
使
用

促
進
措
置
」
が
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

   

  全国の参加者の発言に刺激を受け、新たなたたかい

にむけてパワーをもらいました。 
建交労全国ダンプ交流集会参加の報告①・・武田喜成（ダンプ支部事務局次長） 

建
交
労
全
国
ダ
ン
プ
交
流
集
会
が
仙
台
市
「
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
水
戸
屋
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
は
岩
男
広
昭
氏
、
前
田
健

治
氏
、
森
田
健
氏
、
月
足
ま
り
子
氏
と
私
の
五
人
で

参
加
し
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
全
国
で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
、
広
島
か
ら
は
、
建
設
現
場
で
働

く
労
働
者
は
無
権
理
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
労

働
組
合
の
重
要
性
、
そ
し
て
「
数
は
力
」
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
組
織
拡
大
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
く

事
を
発
言
し
ま
し
た
。 

 

他
の
支
部
か
ら
は
使
用
促
進
運
動
の
成
果
、
職
場

か
ら
の
い
じ
め
に
対
す
る
争
議
な
ど
色
々
な
取
り

組
み
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
使
用
促
進
運
動
に
つ
い

て
は
現
場
で
働
い
て
い
る
ダ
ン
プ
持
ち
労
働
者
か

ら
、
自
分
達
で
行
動
し
仕
事
を
確
保
し
て
い
る
様
子

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

夜
は
懇
親
会
が
あ
り
、
各
組
織
か
ら
の
参
加
者
の

自
己
紹
介
も
あ
り
、
様
々
な
支
部
の
方
を
交
え
し
っ

か
り
と
交
流
を
持
つ
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
使
用
促
進
闘
争
の
学
習
会
で
し
た
。 

①
使
用
促
進
闘
争
と
は 

仕
事
を
確
保
す
る
事
が
目
的
で
は
な
く
、
猿
投
ダ

ン
プ
事
故
の
よ
う
な
ダ
ン
プ
に
よ
る
重
大
事
故
を

起
こ
さ
な
い
様
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。 

 

建
設
現
場
の
一
人
親
方
労
働
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
先
日
も
建
設

の
「
外
構
工
事
」
を
専
門
に
し
て

い
る
若
い
建
設
労
働
者
の
家
族
か

ら
「
ネ
ッ
ト
で
（
建
交
労
を
）
見

た
、
建
退
共
に
加
入
し
た
い
の
で

す
が
」
と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

連
絡
す
る
と
、
一
人
親
方
労
災

や
建
設
国
保
な
ど
に
も
関
心
が
あ

る
と
の
こ
と
で
組
合
の
資
料
を
郵

送
し
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
の
実
態
と

合
わ
せ
て
建
設
現
場
の
労
働
者
の

賃
金
の
実
態
な
ど
も
調
べ
る
必
要

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
労
働
組
合
を
必
要
と
す

る
人
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

 

内
容
は
「『
土
砂
等
を
運
搬
す
る
大

型
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防

止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
』
の

目
的
に
鑑
み
、
法
第
一
二
条
に
規

定
す
る
団
体
等
の
設
立
状
況
を
踏

ま
え
、
同
団
体
等
へ
の
加
入
者
の

使
用
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
を
生
か
し
、

直
接
元
受
業
者
と
交
渉
を
行
う
事

が
出
来
ま
す
。
こ
ち
ら
は
積
算
単

価
に
基
づ
き
適
正
な
単
価
で
の
使

用
を
要
求
し
ま
す
。
拒
否
を
す
れ

ば
、
発
注
者
に
指
導
を
求
め
、
交

渉
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。（
以
下
次
号
に
） 

 

 
 

「ネットで見た」と建設

現場の労働者から問い合

わせ、資料送付しました。 

写真上は、発言している武田喜成

事務局次長、と参加者の集合写真

（6月 13日） 


